
0一クロロアニリンの濃縮度試験成績報告書

1．　試験期間

2．試　料　名

　　　構造式

昭和51年4月28日～昭和51年8月25日

O一ク・ロアニリン（試料姦K－141）

　
α弊
◎

5．試験方法及び条件

総露｝…一…一　…
5．1　試験装置及び機器

　　（a）水系環境調節装置　　流水式

　　（b）ガスクロマトグラフ　検出器FID

52　試験条件

　5．2．1　TL皿試験

　　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　ヒメダカ平均体重　0．2g，塩化第二水銀検定合格魚

　　　　※田端健二用水と廃水⊥生．1297～15D3（1972）

働

（c）

（d）

ろ．2．2

　　（a）

（
b
）

（c）

分散剤及び分散法

分散剤　硬化ヒマシ油（HCO100）

分散法　供試物質2gを硬化ヒマシ油6gを加温混合後水に

　　　とかして11どし、2000p皿の原液を調製した。

試験温度
　　　　　25士2℃

結　　果
　　　　　48日寺間丁工」皿値　6．5P即

，濃縮度試験

試験魚
　　　　　コイ　平均体重　約24g

　　　　　　　　平均体長　約11C皿

試験温度
　　　　　25±2℃

試験濃度　　　　※
　　　　　分析限界を考慮して設定し友◎

　設定値

塔酬例只賑．　　　■

0．1　Ppm

第2濃度区 0．01Ppm

！供試物質

1

硬化ヒマシ油

　ロ、3　PP血

ao5P卯

※　分析限界については5．1で補足説明する。



実測値

表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppm）

2　W 4　W 6　W 8　W

第1濃度区 0．0842 0．0848 口．0853 0．082■0

寸
第
2
濃
度
区 0．0097 0．0098 0．0098 0．0101

ろ．2．ろ　分析試料の前処理

残渣ｼ

＿」＿一

1四

区鴨．．
　　　1　　　←50％塩化ナトリウム溶液301皿

　　　　・ホモジナイズ（ホモジナイザー）

　　　←30％塩化ナトリウム溶液50皿で洗い込む

　　　　・蒸留

i初留出液　50皿1
　　　　一　　　一　、　　■

　　　←塩作ナトリウム15g

　　　τ無論5謝×・回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

1且磁ン周

　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

』饗寵轡＋）

1型

　ろ．2．4　分析条件

　　　　ガスク・マトグラフ（σC）検出器FID

　　　　　キャリアガス　　N2

　　　　　充てん剤　mbrOIMOA5％ガスクロームQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80／100メヅシュ

　　　　　ガラスカラム　　2皿φ×1皿

　　　　　カラム温度　 105℃

4，試験結果

　　　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

2W 4W 6W 8W 付　　図

L
「

口　甲　一　　　■　一　　『 一　　一

6．5 ス4 54 5．4

第1濃度区 1，4．5
6．1 90 6．4 5．5

50 25 20 14
第2濃度区 2，476

52 20 14　一 21

以下次頁に続く

　　　し
図響表

　　　　5，476

　　」＿一
　　　1

　　　　ヨ2・476i3・5・6

　　　．」＿



5．そ　の　他

5．1　．分析限界について

　’一機器の検出限界（図一5検量線参照）は約1ppmであり、魚体

　重30g，前処理後の最終液量を5皿・回収率は70％と考えれば

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　≒＝0．14PP皿と】なり
　　　　　　70　　30
　　　　　　　　×一
　　　　　　100　　5

　魚体中濃度で約0．14P仰が分析限界である。

　　水槽濃度は設定値にほぼ近いと考え、濃縮性の低い場合は

　　　　　　0．14　　　　　　　　＝1再　すたわち14倍未満の表示をするとし
　　　　　　0．01

　て、第2濃度区の水槽濃度を0、01ppnに設定した。

　　第1濃度区はその1D倍の一α1p玉オnに設定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　’上

￥




